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生物の体のつくりとはたらき

7
1　栄養分をつくる�

⑴　葉のつき方　葉は，より多くの日光を受けられる

ように，たがいに重ならないようについている。

⑵　光
こう

合
ごう

成
せい

　植物が光を受けて，二酸化炭素と水を原

料に，デンプンなどの栄養分をつくり出すはたらき。

細胞の中の葉緑体で行われ，同時に酸素が発生する。

○�光合成が行われる場所の確
かく

認
にん

　光を受けた葉緑体

だけが，ヨウ素溶
よう

液
えき

の反応により青
あお

紫
むらさき

色になるこ

とから，葉緑体でデンプンができたことがわかる。

2　植物の呼
こ

吸
きゅう

�

⑴　植物の呼吸　植物も動物と同様に，昼も夜も呼吸

を行い，酸素をとり入れ，二酸化炭素を出す。  ▼２

⑵　植物の光合成と呼吸による気体の出入り　昼は，

呼吸よりも光合成がさかんなため，全体としては二

酸化炭素をとり入れ，酸素を出すように見える。夜

は，光合成は行わず，呼吸だけを行うので，酸素を

とり入れ，二酸化炭素を出す。  ▼２

3　水や栄養分を運ぶ�

⑴　水や養分・栄養分の通り道　  ▼３・４

①道
どう

管
かん

　根で吸収した水や水にとけた養分が通る管。

②師
し

管
かん

　葉でつくられた栄養分が通る管。

③維
い

管
かん

束
そく

　道管と師管が集まってつくる束。根から

茎，葉（葉脈）へとつながっている。

④茎の維管束の並
なら

び方　双子葉類は輪のように並び，

単子葉類は全体に散らばっている。

⑵　葉の細胞のつくり　  ▼３

○気孔　 2 個の三日月形の細胞（孔
こう

辺
へん

細胞）に囲まれ

たすきま。酸素や二酸化炭素の出入り口。

⑶　蒸
じょう

散
さん

　おもに気孔から，水が水蒸気となって出て

いくこと。  ▼４

▼１ 

▼１ 光合成のしくみ

道管
師管

根
か
ら 空気中へ空気中から

全身へ
水にとける物質

水＋二酸化炭素 デンプンなど＋酸素

気孔気孔

葉緑体
葉

光茎

細胞

き こう

▼３ 葉・茎・根のつくり
（表側）

（裏側）

葉の断面

葉緑体
維管束(葉脈)
道管

師管
細胞

水蒸気

表皮

輪のよう
に並ぶ。

茎
茎

維管束
茎の断面

散らばっ
ている。

根毛

根毛

水・養分
根の断面

師管

師管

道管

道管

ホウセンカ トウモロコシ

気孔

網状脈 平行脈

ひげ根

主根

側根

▼４ 植物のはたらきと植物体内の物質の移動

花

酸素

水蒸気

日光

葉

酸素
道管

茎

師管

二酸化炭素 気孔
二酸化炭素

呼吸

根

水・養分

栄養分をたくわ
える。

蒸散により，根か
らの水の吸い上げ
がさかんになる。果実・種子

栄養分をたくわ
える。

蒸散

光合成

根・地下茎
葉でつくられたデンプンは，水
にとけやすい物質に変わって，
体全体に運ばれる。成長のため
に使われたり，再びデンプンに
変わって果実，種子，根や茎な
どにたくわえられたりする。

デンプンのゆくえ

▼２ 植物の光合成と呼吸による気体の出入り

光合成
呼吸

全体として二酸化
炭素をとり入れ，
酸素を出す。

呼吸 酸素をとり入れ，
二酸化炭素を出す。

二酸化
炭素

二酸化
炭素

呼吸

酸素

昼

酸素

光合成

光

二酸化
炭素

呼吸 酸素

光合成

夜

ふの部分
葉緑体が
ない白い
部分（ ）

エタノールに
入れて，脱色
し，ヨウ素液
につける。

アルミ
ニウム
はく

日光
ふの部分と
日光の当た
らない部分
はデンプン
ができない。
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1　栄養分をつくる

□⑴　植物の葉は，たがいに重なり合わないようについていることで，何を多

く受けることができるか。

□⑵　植物が葉で光を受けて，栄養分をつくるはたらきを何というか。

□⑶　光合成が行われるのは，葉の細胞の中の何という部分か。

□⑷　ヨウ素溶液により青紫色に染まる，葉でつくられる栄養分を何というか。

　　　　　　　次の にあてはまる言葉は何か。

2　植物の呼吸

□⑴　植物が，酸素をとり入れて二酸化炭素を出すはたらきを何というか。

□⑵　植物が１日中行っているはたらきは，光合成と呼吸のどちらか。

　　　　　　　次の にあてはまる植物のはたらきは何か。

　　　昼　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　夜　

3　水や栄養分を運ぶ

□⑴　根で吸収された水や水にとけた養分が通る管を何というか。

□⑵　葉でつくられた栄養分が通る管を何というか。

□⑶　道管と師管が集まって束になっている部分を何というか。

□⑷　葉の表皮にある， 2個の三日月形の細胞に囲まれたすきまで，ふつう昼

に開いて夜に閉じる部分を何というか。

□⑸　根から吸い上げられた水が，水蒸気となって体から出ていくことを何と

いうか。

　　　　　　　次の にあてはまる言葉は何か。

□①　茎のつくり　　　　　　　　　　　　　　　□②　葉のつくり

図表で確認

図表で確認

図表で確認

［� ］

［� ］

［� ］

［� ］

［� ］

［� ］

［� ］

［� ］

［� ］

［� ］

［� ］

道管 師管
根から 空気中へ空気中から

気孔気孔

デンプンなど＋＋

葉

葉緑体

葉緑体葉緑体
光茎

水にとけやすい
物質

A B C

二
酸
化
炭
素

酸

　
　素

二
酸
化
炭
素

酸

　
　素

A

B

C

トウモロコシ ホウセンカ茎の外側に近い管

茎の中心側に近い管

管Aと管Bの集まり

A

B

C

（表側）
水や養分が通る管

栄養分が通る管

（裏側）

緑色の粒

小さい部屋のようなもの

A

B

C

D

E

F
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生物の体のつくりとはたらき

1　栄養分をつくる

□⑴　植物の葉がたがいに重ならないようについていることにより，葉の葉緑体で何のはた

らきをさかんに行うことができるか。� ［　　　　　　　　］

　⑵　図のように，①息をふきこんだ水にオオカナダモを入れて光を当て，オオカナダモか

ら発生した気体を集めて，②その中に火のついた線香を入れると，線香が激しく燃えた。

□①　下線部①の操作は，水に光合成に必要な何をとかすためか。�［　　　　　　　　］

□②　下線部②から，光合成で発生した気体は何か。� ［　　　　　　　　］

　⑶ 図は，植物のつくりとはたらきの一部をまとめたものである。

□①　光を受けた葉でつくられる栄養分Ａは何か。� ［ ］

□②　栄養分Ａは，栄養分Ｂに変えられてから体の各部分に運ばれる。栄養分

Ｂは何にとけやすい性質をもつか。� ［ ］

□③　体の各部分に運ばれた栄養分Ｂは再び栄養分Ａに変えられて，果実や根

や茎のほかに，何にたくわえられるか。� ［ ］

2　植物の呼吸

　⑴　図のような，アジサイの葉とじゅうぶんな量の空気を入れた袋を，光の当たらない場所にしばらく置いた。

その後，袋の中の気体を石灰水に通すと，石灰水が白くにごった。

□①　石灰水が白くにごったのは，袋の中に何という気体がふえたからか。

� ［ ］

□②　アジサイの葉は何というはたらきを行ったか。� ［ ］

　⑵ 図のＡ，Ｂは，昼または夜の植物のはたらきａ，ｂとそれによる気体の出入

りを模式的に表しており，矢印の太さが太いほど気体の出入りが

多いことを示している。

□①　昼を表しているのはＡ，Ｂのどちらか。� ［ ］

□②�　植物が昼に全体としてとり入れているように見える気体は何

か。� ［ ］

3　水や栄養分を運ぶ

　⑴　図１は，ある植物の茎の断面のようすである。

□①　この植物は双子葉類か，単子葉類か。�［　　　　　　　　］

□②　根から吸収した水や水にとけた養分が通る管はＡ，Ｂのどち

らか。� ［ ］

□③　葉でつくられた栄養分が通る管はＡ，Ｂのどちらか。� ［ ］

□④　Ａ，Ｂの管が束になっているＣの部分を何というか。� ［ ］

□⑵　図２は，ある植物の根の断面のようすである。Ｐの管を何というか。�［　　　　　］

□⑶　図３は，葉の表皮を観察したものである。Ｘのすきまを何というか。�［ ］

□⑷　図３のＹの細胞に見られる緑色の粒を何というか。� ［ ］

□⑸　図３で，植物が葉の表皮にあるＸから，水を水蒸気として出すはたらきを何というか。� ［ ］

光

オオカ
ナダモ

息をじゅう
ぶんにふき
こんだ水

輪ゴム

葉と空気

ピンチコックで閉じる。
ゴム栓

ガラス管

ゴム管

A B

a

二酸化
炭素
二酸化
炭素 a酸素

二酸化
炭素
二酸化
炭素

b
酸素酸素

酸素酸素

二酸化
炭素

栄養分Ａ
栄養分Ｂ

茎

道管

果実・
種子

師管

光

A

P

図１ 図２

B

C

根毛

X

Y

緑色の粒

図３
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７　植物の体のつくりとはたらき

1	 ふ入りの葉の一部をアルミニウム
はくでおおい，日光に数時間当てた

後，図のような操作を行った葉を，

ヨウ素溶液につけた。次の問いに答

えなさい。

□⑴　葉をあたためたエタノールにつ

けたのは何のためか。

□⑵　ヨウ素溶液につけた後に，葉が青紫色に変化した�

部分はどこか。解答欄の図をぬりつぶしなさい。

□⑶　⑵の部分には何ができたとわかるか。

□⑷　この実験から植物が光合成を行うには何が必要なことがわかるか。２つ答

えなさい。

2	 図１は，ある植物の茎の横断面を，図
２は葉の断面を模式的に示したものであ

る。次の問いに答えなさい。

□⑴　根から吸収した水や水にとけた養分

が通る管があるのは，図１のａ，ｂ，図２のｃ，ｄの

どちらか。それぞれ記号で答えなさい。また，その管の名称を答えなさい。

□⑵　根から吸い上げられた水は，図２のｅから水蒸気として出ていく。この現

象を何というか。また，ｅのつくりを何というか。

□⑶　図２のｅから水蒸気が出ていくのがさかんなのは，ふつう，昼か，夜か。

3	 図は，植物の体のつくりと植物体内の物質の移動を模式的に表したもので，
●，○， ，□は水，酸素，デン

プン，二酸化炭素のいずれかを示

している。次の問いに答えなさい。

□⑴ 図のＡ，Ｂが表している植物

のはたらきはそれぞれ何か。

□⑵ 図の●，○， ，□が表して

いる物質はそれぞれ何か。

□⑶ 葉のａの部分からは，●，○

が出入りし， が出ていく。ａ

を何というか。

□⑷ Ａのはたらきでできる□は，

どのような性質の物質に変えら

れてから，植物の体の各部分に運ばれるか。

□⑸ ⑷の物質が通る管あを何というか。

⑴

⑵

　

⑶

⑷

1

⑴図１

図２

名称

⑵現象

つくり

⑶

2

⑴Ａ

Ｂ　

⑵●

○　

　

□　

⑶

⑷

⑸

3

 計算・グラフ・作図のワークP.52

日光

アルミニ
ウムはく

緑色の
部分

葉をあたためたエタ
ノールにつける。

エタノール

湯

水洗いした後，
ヨウ素溶液につける。

ヨウ素溶液

ふの部分

図１

ａ
ｂ

（表側）

（裏側）

図２

ｃ

ｄｅ

茎

あ

a

蒸散

日光

A

B

＋ ＋

a

a

根

学習の
まとめ 3

学習の
まとめ 1・ ・2 3

学習の
まとめ 1
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生物の体のつくりとはたらき

Keyプラス
まとめ

1	　　　光合成と呼吸 　 �実験�

　光合成と呼吸による二酸化炭素の増減を調べる実験

2	　　　蒸散量の求め方 　 �

　実験の方法

実験�

　蒸散量の計算

　　　　　　
茎は水中で切る➡道管内に空気
が入るのを防ぐため。
空気が入ると，水の吸い上げが
妨げられる。

油を浮かべる➡水面からの
水の蒸発を防ぐため。これ
により，水の減少量＝蒸散
量となる。

A

何もぬらない。

油
水

B

葉の表側に
ワセリンを
ぬる。

C

葉の裏側に
ワセリンを
ぬる。

D

葉をすべてとり，
切り口にワセリ
ンをぬる。

油
水

ワセリンをぬる➡気孔から
の蒸散を防ぐため。
水にとけず，水を通さない
ワセリンをぬると，気孔が
ふさがれて蒸散ができなく
なる。

油
水

油
水

❶�葉の大きさや数が同じ枝を
用意する。
❷�明るく，風通しがよい場所
（蒸散がさかんに行われる
場所）に置き，数時間後の
水の減少量を調べる。

水の減少量と蒸散が行われた場所

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ
水の減少量〔mL〕 4.5 3.6 1.5 0.6

蒸散が
行われ
た場所

葉の裏側 ○ ○ × ×
葉の表側 ○ × ○ ×
茎 ○ ○ ○ ○

各部分からの蒸散量は，次のようにして求める。

葉の表側…Ａ－Ｂ（またはＣ−Ｄ）＝0.9mL

葉の裏側…Ａ－Ｃ（またはＢ－Ｄ）＝3.0mL

茎…………Ｄ＝0.6mL

※蒸散は，茎でも行われる。

蒸散量がもっとも多いのは，
葉の裏側である。

蒸散は，葉の表側よりも裏
側でさかんに行われる。

ストロー

青色の
BTB溶液

光光 Ａ Ｂ Ｃ光

緑
色
の

B
T
B
溶
液

オ
オ
カ
ナ
ダ
モ

白
い
紙

ア
ル
ミ
ニ

ウ
ム
は
く

日光を少
し通す。

日光を通
さない。

試験管 考察BTB溶液

A 青色

青色（アルカリ性）のBTB溶液に息をふきこんで緑色（中性）にしたBTB溶液
は，溶液中の二酸化炭素が減少すると青色にもどり，二酸化炭素が増加す
ると黄色（酸性）に変化する。

光合成のほうがさかんに行わ
れ，二酸化炭素が減った。

光合成と呼吸による二酸化炭
素の増減に差がなかった。
呼吸によって二酸化炭素がふ
えた。

B 緑色

C 黄色

BTB溶液 黄色
二酸化炭素 増加

緑色 青色
減少

酸性 中性 アルカリ性

結果

Ａ

B

ほとんど変化しなかった。

試験管に石灰水を
入れてよく振る。

ゴム栓

葉

息をふきこんでおく。

ＢはＡの対照実験

※対照実験　調べたいこと以外の条件を同じにして行う実験。

㋑は㋐の対照実験

光
A B

A B

結果

白くにごった。

㋐

㋑

白くにごった。

結果

ほとんど変化しなかった。

袋の中の気体を石灰
水に通す。暗いところに置く。

植物の葉
と空気

空気 石灰水

葉が光合成を行い，
二酸化炭素をとり
入れたため。

葉が呼吸だけを行
い，二酸化炭素を
放出したため。

㋐ ㋑

二酸化炭素の
出入りは，気
体検知管でも
調べることが
できる。
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７　植物の体のつくりとはたらき

1	 光合成と呼吸　青色のBTB溶液に息をふきこんで緑
色にし，無色透明なペットボトルＡ～Ｄに入れた。図の

ように，同じ大きさのオオカナダモをＡ～Ｃにだけ入れ

てふたをし，Ｂはアルミニウムはくで，Ｃは白い紙で包

んだ。Ａ～Ｄに光をしばらく当てたところ， 4本のペッ

トボトルのBTB溶液の色は，表のようになった。次の

問いに答えなさい。

□⑴　実験後のペットボトルＡ～Ｃを，BTB溶液中の二

酸化炭素の量が多いものから少ないものへ順に並べ，記号で答えなさい。�［　　　　→　　　　→　　　　］

□⑵　実験結果から，ペットボトルＡ～Ｃのオオカナダモが行ったはたらきは何か。次のア～オからそれぞれ選

び，記号で答えなさい。� Ａ［　　　］　Ｂ［　　　］　Ｃ［　　　］

　　ア　呼吸だけを行い，二酸化炭素を出した。　　イ　光合成だけを行い，二酸化炭素をとり入れた。

　　ウ　光合成と呼吸を行い，二酸化炭素を出す量がとり入れる量より多かった。

　　エ　光合成と呼吸を行い，二酸化炭素をとり入れる量が出す量より多かった。

　　オ　光合成と呼吸を行い，二酸化炭素を出す量ととり入れる量にあまり差がなかった。

□⑶　実験で，ペットボトルＤを用意したのはどのようなことを確かめるためか。「ＡのBTB溶液の色の変化が」

の書き出しに続けて，簡単に答えなさい。また，このような実験を何というか。　実験［　　　　　　　　］

　　　確かめること［ＡのBTB溶液の変化が� ］

2	 蒸散量の求め方　植物の蒸散のはたらきを調
べるために，ほとんど同じ大きさの葉のついた

３本の枝と葉を切りとった枝を同量の水が入っ

たメスシリンダーにさし，油を浮かべて図のＡ

〜Ｄの処理をして，光が当たる場所に置いてお

いた。表は，２時間後に減少していた水の量を

まとめたものである。次の問いに答えなさい。

□⑴　この実験で，Ｂの葉の表側にワセリンをぬ

ったのはなぜか。次のア～エから選び，記号

で答えなさい。　� ［ ］

　　ア　葉の表側からの蒸散を防ぐため。　　　　　　イ　葉の裏側からの蒸散を防ぐため。

　　ウ　葉の表側からの蒸散をさかんにするため。　　エ　葉の裏側からの蒸散をさかんにするため。

□⑵　２時間後，Ａ～Ｄで減少した水の量は，どこから蒸散した水の量か。次のア～エからそれぞれ選び，記号

で答えなさい。� Ａ［ ］　Ｂ［ ］　Ｃ［ ］　Ｄ［ ］

　　ア　葉の表側と茎　　　イ　葉の裏側と茎　　　ウ　葉の表側と裏側と茎　　　エ　茎

　⑶　次の①～③の部分からの蒸散量はそれぞれ何mLか。

　□①　葉の表側　　　□②　葉の裏側　　　□③　茎

①［ ］　②［ ］　③［ ］

□⑷　この実験から，蒸散は葉の表側と裏側のどちらでさかんであったといえるか。� ［ ］

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ
ふたをした直後 緑 緑 緑 緑
光を当て終わった後 青 黄 緑 緑
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1	 生物の体のつくりとはたらき 次の⑴〜⑸の指定された部分をぬりつぶしなさい。
□⑴　染色液で染まる部分　　　　　□⑵　葉緑体　　　　　　　　　　　□⑶　細胞壁

□⑷　核　　　　　　　　　　　⑸　図のコリウスの葉を日光にしばらく当て，脱色後，ヨウ素溶液にひたした。

　　　　　　　　　　　　　　　　□①　青紫色に染まる部分　　　　  　□②　デンプンができた部分

2	 水や養分の通り道　次の⑴〜⑸は道管を，⑹は葉緑体をもつ細胞をぬりつぶしなさい。
□⑴　双子葉類の茎の横断面　　　　□⑵　単子葉類の茎の横断面　　　　□⑶　根の横断面

□⑷　双子葉類の茎の縦断面　　　　□⑸　単子葉類の茎の縦断面　　　　□⑹　葉の断面

3	 吸い上げた水のゆくえ　次の⑴〜⑶を指示にしたがって示しなさい。
□⑴　気孔（○で囲む）　　　　　　　□⑵　気孔（ぬりつぶす）　　　　　□⑶　孔辺細胞（ぬりつぶす）

オオカナダモの細胞 オオカナダモの細胞 オオカナダモの細胞

ヒトのほおの細胞 コリウスの葉

緑色の部分ふの部分

コリウスの葉

緑色の部分

アルミニウムはくで
おおった部分

ふの部分

ホウセンカ トウモロコシ ホウセンカ

ホウセンカ

維管束

トウモロコシ

維管束
（表側）

（裏側）

（表側）
（
葉
の
断
面
）

（裏側）

学習の
まとめP.46 3  

学習の
まとめP.42 2 ，P.46 1

学習の
まとめP.46 3
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4	  Keyプラス  蒸散　次の問いに答えなさい。
□⑴　葉の枚数と大きさがほぼ同じ

アジサイＡ〜Ｃを用意し，表１

のような装置をつくった。これ

らの装置を風通しのよい明るい

場所に４時間置いて，水の減少

量を調べたところ，表１のよう

になった。葉の裏側と茎からの

蒸散量は，それぞれ何mLか。

□⑵　大きさがほぼ等しいある植物の葉３枚

をつみとった。水の入った水そうの中で，

それぞれの葉を空気が入らないようにシ

リコンチューブにつないだ。図１のよう

に処理して，15分間明るい場所に置いて

水の位置を調べたところ，Ａは17.5mm，

Ｂは13.0mm，Ｃは6.5mm移動していた。葉の裏側だけにワセリンをぬって

同様の実験を行ったとすると，水は何mm移動すると考えられるか。

□⑶　葉の枚数と大きさがほぼ同じホ

ウセンカの枝Ａ〜Ｃを用意し，表

２のように処理した。それぞれの

枝を水にさして水面に油を浮かべ，

明るい風通しのよい場所に置いたところ，５時間後の水の減少量は表２のよ

うになった。葉の裏側からの蒸散量は，葉の表側からの蒸散量の何倍か。

□⑷　葉の枚数と大きさ

がほぼ同じ植物の枝

Ａ〜Ｄを用意し，図

２のような装置をつ

くった。これらの装

置を風通しのよい明

るい場所に数時間置いて水の減少

量を調べたところ，表３のように

なった。xの値を求めなさい。

□⑸　葉の枚数と大きさがほぼ同じアジサイの枝Ａ〜Ｄを表４のように処理した。

それぞれを水にさして水面に油を浮かべ，装置全体の質量をはかった。表４

は測定結果である。葉の裏側からの蒸散量は葉の表側からの蒸散量より何g

多いか。

⑴葉の裏側

茎

⑵

⑶

⑷

⑸

4

⑴の
類題

⑴の
類題

⑴の
類題

表１

装置

ワセリンを
ぬった場所 なし すべての

葉の表側
すべての
葉の裏側

水の減少量 4.5mL 3.6mL 1.5mL

表４ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

ワセリンをぬった場所 なし すべての葉の表側 すべての葉の裏側 すべての葉の表側と裏側

実験前の全体の質量〔g〕 60.0 60.0 60.0 60.0

３時間後の全体の質量〔g〕 55.5 56.5 58.8 59.8

表３

植物の枝 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

減った水の量〔mL〕 x 3.8 1.4 0.3

表２

枝 ワセリンをぬった場所 水の減少量
Ａ すべての葉の表側 4.3mL
Ｂ すべての葉の裏側 1.5mL
Ｃ なし 5.7mL

何もぬらない。

油
水

葉の裏側にワセ
リンをぬる。

葉の表側にワセ
リンをぬる。

A
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